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もの(高さ 3.59mm),約 1/3 切り取ったもの(高さ 7.19mm),












として用いることとした。6.80%から順に刺激 A, 刺激 B, 
刺激 C, 刺激 D, 刺激 Eとし、これに従い作成した凸部分
を縦 30.0mm,横30.0mm,高さ 5.00mmの直方体の上に底面部
分が触れ合わない様に隙間なく設置し、刺激として用いた。


























 5 種類の刺激から 2 種類を選んで提示し、「左の刺激が
かなりざらついている」(2),「左の刺激がややざらついて
いる」(1),「同じである」(0),「右の刺激がややざらつい
ている」(-1),「右の刺激がかなりざらついている」(-2)
の 5 つの印象のどれに当てはまると感じたかを答えても
らう。提示する刺激を変更し、これを繰り返す。結果の集
計には括弧内の値を用いた。 
4.2 実験結果 
 与えた尺度値を用いて分散分析を行った結果、刺激間に
有意差が認められたため、5つの刺激を 1つの数直線上に
配置し、各刺激間の関係性を分析するためにヤードスティ
ックを用いた分析を行った。結果を図 4に示す。 
 
 
 
 
図 4.回答から得られた刺激の分布 
図 4では、負の値に近付くほどざらつき感を強く感じ、
正の値に近付くほどざらつき感は弱く感じる。刺激が ABC
DEと順に並んでいることから、凸部分の大きさに変化を
与えることでざらつき感を表現でき、凸部分の大きさが大
きいほどざらつき感を強く、小さいほど弱く感じることが
確認できた。また、各刺激間の距離の違いから、提示する
刺激の端となる種類の刺激についてはより強く、あるいは
より弱く感じるといえる。 
各刺激の距離には有意差が認められたため、5種類の刺
激を触覚のみで区別することは可能であると考えられる。
このことから、今回の被験者は少なくとも高さ 0.17mmの
円錐台を区別することができると考えられる。 
5 おわりに 
 本研究では、円錐台の大きさによりざらつき感を表現す
ることが可能であり、触覚のみで少なくとも高さ 0.17mm
の円錐台の大きさを区別できることが明らかとなった。 
 今後、より精度を高めた限界値の検討や、ざらつき感の
要素となり得ると考えられる他要素の検討、視覚を併用す
るなどの他条件での印象の違いについて検討することが
課題である。 
